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２） マウスを用いて実施した有効性試験では 40 倍希釈標品においても強毒西ナイル
ウイルスの攻撃に対して有効な免疫を引き出すことができた。また限界希釈試験









【考  察】 
現在、世界の複数の研究機関において西ナイルワクチンの開発が進展している。そ
の多くは遺伝子工学的手法より作られた生ワクチンや、いまだ実用化されたものがない
DNA ワクチンや RNA ワクチンの技法によるものである。今回我々が試作した西ナイルワ
クチンはすでにワクチン生産で実績のある Vero 細胞を用いた不活化ワクチンであり、他
のワクチン候補と比較して安全性においてすぐれていると考えられ今回、動物試験によ
っても確認することができた。 
試作ワクチンは通常免疫濃度では１：１０００の中和抗体を引き出すことができ、ウイル
ス感染予防に必要とされる１：１０よりはるかに高い値であった。高崎らはマウスを日本脳
炎ワクチンで免疫すると部分的に西ナイルウイルス感染を予防する効果が確認されたと
報告しているが、今回我々は同様な実験を強毒の西ナイルウイルス・ニューヨーク株を
用いて実施した。その結果、少なくともマウスでは日本脳炎ワクチンによる交差免疫によ
り強毒西ナイルウイルス脳炎を予防することはできなかった。このことは、現在米国で流
行している西ナイルウイルス感染の予防には有効な西ナイルワクチンの開発が必要であ
ることを示していると考える。 
これらの結果から我々が開発した西ナイルウイルス不活化ワクチンは感染予防に有効
で安全なワクチン候補としてヒトでの臨床試験を実施する妥当性が示された。 
 
 
